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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、2026年 10月 2日開催の取締役会において、2026年 5月 14日に公表した 2027年 3月期の通
期連結業績予想を下記のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
1.2027年 3月期 通期連結業績予想数値の修正（2026年 4月 1日～2027年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
（2026 年 5 月 14 日発表） 

百万円 
75,500 

百万円 
7,200 

百万円 
6,750 

百万円 
6,000 

円 銭 
203.25 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 85,000 9,400 8,950 8,600 290.46 

増  減  額 （ B - A ） +9,500 +2,200 +2,200 +2,600 - 

増 減 率 （ ％ ） +12.6% +30.6% +32.6% +43.3% - 

（ご参考）前期実績 
( 2 0 2 6 年 3 月期） 

72,967 6,118 6,569 3,873 131.22 

 
修正の理由 

 
当期における世界経済は、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格の上昇やサプライチェーンへの影

響懸念などから、先行き不透明な状況が続いている一方で、AIやデジタル関連分野を中心とした設備投
資需要が拡大しております。 
このような事業環境のもと、当社グループにおいても、日本、中国を中心に全地域で、半導体、ロボ

ット、工作機械関連等の需要が堅調に推移し、売上高は当初想定を上回る見込みとなりました。また、
収益面においても、増収効果等により想定を上回る見込みです。 
このような状況を踏まえ、2027年3月期の通期連結業績予想について、上記のとおり修正いたします。 
 
なお、今回の業績予想の修正に伴う配当予想の変更はありません。中間配当金及び期末配当金は、そ

れぞれ1株当たり65円、年間配当金は1株当たり130円を予定しております。 
 
 



 

 

2.2027年 3月期仕向地別売上高及び製品別売上高の予想について 
 （2026年 4月 1日～2027年 3月 31日）－ご参考－ 

 
（１）仕向地別売上高                                   

 前回発表 
予想(A) 

(2026 年 5 月

14 日発表) 

今回修正 
予想(B) 

増減額 
(B-A) 

増減率 
(%) 

(ご参考) 
前期実績 
(2026年 
3月期) 

国内売上高 
百万円 
25,400 

百万円 
30,100 

百万円 
+4,700 

+18.5% 
百万円 
24,500 

海外売上高 50,100 54,900 +4,800 +9.6%  48,466 

合計 75,500 85,000 +9,500 +12.6% 72,967 

 
（２）製品別売上高                                        

 前回発表 
予想(A) 

(2026 年 5 月

14 日発表) 

今回修正 
予想(B) 

増減額 
(B-A) 

増減率 
(%) 

(ご参考) 
前期実績 
(2026年 
3月期) 

HMI事業 
百万円 
35,200 

百万円 
41,000 

百万円 
+5,800 

+16.5%  
百万円 
34,085 

インダストリアル 

コンポーネンツ事業 
13,000 14,700 +1,700 +13.1% 13,005 

オートメーション& 

センシング事業 
8,800 9,000 +200 +2.3% 8,193 

安全・防爆事業 13,400 15,200 +1,800 +13.4% 12,665 

システム 5,100 5,100 - -% 5,016 

合計 75,500 85,000 +9,500 +12.6% 72,967 

 
（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、さまざまな要因によ
り大きく異なる可能性があります。 

 
 

以 上 

 


